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　　コンパートメントシステムの基本モデル

　　と変換
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イ）マミラリーモデル

　　λOi＝a，　A12＝σl

　　A21ニb（kレ／σ1σ2－a2）／（σ1σ2）

　　λ13＝σ2

　　λ31＝b）σ1－kγノa1σ2）／（σ1一σ2）

ロ）カテナリーモデル

　　λ01＝a，λ12＝kv／OlO2，λ21＝b

　　λ23＝σ1σ2／kル／σ1σ2

　　λ32　＝（σ1－k・〆σ1σ2）（kv／σ1σ2－－02）／kレ／σ1σ2

　コンパートメントアナリシスは放射性物質の体内動態

の解析に有用な手段であり，モデルの同定，移行係数の

推定，モデルの変換などの作業課程を踏むのが一般的で

ある．

　ここでは入力の部位が1個であり，かつその出力の指

数関数がすでに与えられた場合の移行係数の推定ならび

にモデルの変換などの検討を加えた．

　3コンパートメントシステムではR．L．　Schoenfeld

はこの系が5つのパラメータで決定され（1）式で表現され

ることを示した．ここでqi（t）は時刻tにおけるi番目

のコンパートメントの物質の量であり，Qi（s）はそのク

プクス変換である．

㌣i遼；∴閨ぴ

Pゼ∴上
　（1）式左辺第1マトリクスをλとし，Aの変換されたマ

トリクスをλノとすると，R’＝PλP－iと表現される．た

だしPは（2）式の形をもつ．

　モデルの構造およびλij20なる条件を考慮すれば，α，

β，ω，γは一意的に決定される．ここでσ2≦k〆σ1σ2

≦σ1の時モデルはマミラリーおよびカテナリーモデル

に変換される．Rijをjからi番目のコンパートメント

への移行係数，λoiをi番目のコンパートメントから系

外への排出される量とすると，それぞれ次のように決定

される．
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